
Title 芥川龍之介『支那游記』論 : 『馬の脚』『湖南の
扇』への影響について

Author(s) 鈴木, 暁世

Citation 語文. 2006, 87, p. 50-63

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/69082

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



芥
川
龍
之
介

『支
那
済
記
』
論

―
―

『
馬
の
脚
』
『
湖
南
の
扇
』

へ
の
影
響
に
つ
い
て
―
―

一

芥
川
龍
之
介
は
、　
一
九
二

一
年
三
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て

「大

阪
毎
日
新
聞
社
」
の
海
外
視
察
員
と
し
て

「上
海
、
南
京
、
九
江
、
漢
口
、

長
沙
、
洛
陽
、
北
京
、
大
同
、
天
津
等
を
遍
歴
し
」
た
。
彼
は
中
国

へ
赴
く

直
前
に
、
「南
京

の
基
督
」
「
中
央
公
論
』

一
九
二
〇

・
七
）
や

「
ア
グ

ニ

の
神
」
翁
赤
い
鳥
』

一
九
二

一
。
一
、
二
）
等
ほ
ぼ
同
時
代
の
中
国
を
舞
台

と
し
た
作
品
や
中
国
人
を
主
人
公
と
す
る

「奇
怪
な
再
会
」
翁
大
阪
毎
日
新

聞
』

一
九
二

一
。
一
・
五
～
二

。
二
）
等
を
発
表
し
て
い
る
。
視
察
員
と
し

て
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
直
前
の
こ
の
時
期
、
中
国
と
い
う
国
が
作
品
を
生
み

出
す
上
で
の
大
き
な
刺
激
と
な

っ
て
い
た
と
言
え
る
。

芥
川
は
視
察
旅
行
中
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ
、
新
聞
社

へ
送
る
紀
行
文
を

執
筆
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
帰
国
後
に
、
「上
海
海
記
」

翁
大
阪
毎
日
新
聞
』

一
九
二

一
・
八

・
十
七
～
九

・
十
二
）
、
「
江
南
済
記
」

翁
大
阪
毎
日
新
聞
』

一
九
二
二

・
一
・
一
～
二

・
十
三
）
、
「長
江
済
記
」

鈴

木

暁

世

「
女
性
』

一
九
二
三

・
九
、
「
長
江
」
の
表
題

で
掲
載
）
、
「北
京
日
記
抄
」

「
改
造
』

一
九
二
五

・
六
）
を
発
表
し
、
こ
れ
ら
を

『
支
那
海
記
』
（改
造

社
、　
一
九
二
五

・
十

一
）
に
収
録
し
て
出
版
し
て
い
る
。

ま
た
帰
国
直
後
に
発
表
さ
れ
た

「
母
」
翁
中
央
公
論
』

一
九
二

一
。
九
）
、

「
馬
の
脚
」
「
新
潮
』

一
九
二
五

。
一
、
一
し
、
「
湖
南
の
扇
」
「
中
央
公
論
』

一
九
二
六

。
一
）
等
は
、
い
ず
れ
も
仕
事
な
ど
で
中
国

へ
赴
い
た
日
本
人
や

そ
の
家
族
を
登
場
人
物
と
し
て
い
る
。
芥
川
が
同
時
代
の
中
国
を
題
材
と
し

て
描
い
た
作
品
が
、
視
察
員
と
し
て
中
国
を
旅
行
し
た
時
期
の
前
後
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
点
は
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
支
那
済
記
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
関
口
安
義
氏
の
よ

う
に
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
芥
川
龍
之
介
の
透
徹
し
た
眼
が
と
ら
え
た
、
現

実
の
中
国
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
論
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
祝
振
媛
氏
は
、

「
中
国
の

「
遅
れ
」
と

「醜
い
」
事
を
示
す
こ
と
を
通
し
て
、
当
時

の
中
国

を
徹
底
的
に
否
定
」
し
、
「
民
族
優
越
感
と
中
国
に
対
す
る
差
別
意
識
は
そ

の
時
代
の
多
く
の
知
識
人
の
限
界
」
で
あ
る
と
、
芥
川
の
差
別
意
識
を
批
判



し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
趙
夢
雲
氏
も

「
列
強
に
蚕
食
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
上
海

―
―
そ
こ
で
中
国
の
情
報
を
収
集

・
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
現
状
を
正
確
に
把

握
じ
未
来
を
展
望
す
る
と
い
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
作
業
は

『
上
海
海

記
』
に
限

っ
て
い
え
ば
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
」
と
、
否
定
的
評
価
を
下
し

て
い
る
。

野
崎
歓
氏
は
、
「
芥
川
の

『
支
那
雑
記
』
は
中
国
語
と
い
う
現
実
を
素
通

り
す
る
点
で
、
多
く
の
日
本
文
学
者
た
ち
の
紀
行
と
軌
を

一
に
す
る
。
拒
絶

の
言
葉

「
不
要
」
を
別
に
す
れ
ば
、
別
段
旅
人
が
中
国
語
会
話
の
必
要
を
覚

え
る
場
面
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
谷
崎
潤

一
郎
の
中
国
体
験
と
の
差
異

を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
芥
川
の
中
国
の
紀
行
文
に
は
、
た
と
え
拒
否
と
言
う
形
で
あ
れ

聴
覚
描
写
、
特
に
中
国
語
に
接
し
た
と
き
の
反
応
が
数
多
く
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
内
藤
高
氏
が

「
異
国
の
未
知
の
音
に
対
す
る
反
応
や
解
釈
は
、
自
己

が
こ
れ
ま
で
慣
れ
て
き
た
文
化
的
基
盤
に
頼
る
し
か
な
い
。
音
に
つ
い
て
の

証
言
は
、
多
く
の
場
合
、
聞
き
手
が
そ
の
中
に
囚
わ
れ
て
い
る
文
化
的
枠
組

み
と
い
う
殻
を
ま
ず
示
す
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
紀
行
文
の
中

に
は
中
国
で
見
聞
き
し
た
音
や
声
、
言
葉
に
対
す
る
反
応
が
、
芥
川
自
身
の

考
え
を
浮
き
彫
り
に
す
る
場
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
芥
川

が
中
国
を
描
い
た
作
品
に
お
け
る
、
彼
自
身
の
母
語
で
あ
る
日
本
語
と
は
異

な
る
言
語
に
接
し
た
時
の
反
応
に
着
目
し
、
そ
れ
が
彼
の
中
国

へ
の
イ
メ
ー

ジ
形
成
と
、
そ
の
後
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
考
察

す
る
。
ま
ず

『
支
那
済
記
』
中
の
異
言
語
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
検
討
し

た
後
、
訪
中
以
前
に
書
か
れ
た
作
品
に
お
け
る
異
言
語
の
描
写
を
分
析
し
、

訪
中
以
後
の
作
品
と
比
較
し
た
上
で
、
中
国
視
察
員
経
験
が
芥
川
の
作
品
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

ま
ず

「上
海
済
記
」
の
冒
頭

「第

一
警

（上
と

を
見
て
い
き
た
い
。
上

海
の
埠
頭
の
外
に
出
た
途
端
、
芥
川
は

「何
十
人
も
の
知
れ
な
い
車
屋
」
に

包
囲
さ
れ
る
。
「
ど
れ
も
皆
怪
し
げ
な
人
相
」
を
し
て
い
る
車
夫
た
ち
の

「大
声
に
何
か
喚
き
立
て
る
」
声
に
対
し
て
、
「上
陸
し
た
て
の
日
本
婦
人
な

ど
は
、
少
な
か
ら
ず
不
気
味
に
感
ず
る
ら
し
い
。
現
に
私
も
彼
等
の
一
人
に
、

外
套
の
袖
を
引
つ
張
ら
れ
た
時
に
は
、
思
は
ず
背
の
高
い
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
君
の

後
へ
、
退
却
し
か
か
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
中
国
へ
の
到
着
は
、
意
味
の

わ
か
ら
な
い
音
の
襲
来
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
埠
頭
に
い
る

客
引
き
達
へ
の
反
応
は
、
芥
川
に
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
他
の
作
家
の
旅

行
記
に
も
散
見
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
「上
海
海
記
」
が
中
国
か
ら
の

帰
国
後
す
ぐ
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
旅
行
直
後
の
生
の
感
想
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方

「上
海
淋
記
」
の
末
尾

「最
後
の
一
瞥
」
で
は
、
上
海
か
ら
次
の
目

的
地
へ
出
発
す
る
鳳
陽
丸
の
甲
板
か
ら
夜
の
上
海
を
眺
め
た
後
、
船
内
三
戻

る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

何
か
が
、
―
―

一
瞬
間
の
後
、
私
は
末
枯
れ
た
自
蓮
花
を
拾
ひ
上
げ

て
ゐ
た
。
白
蓮
花
は
ち
よ
い
と
嗅
い
で
見
た
が
、
も
う
匂
さ
へ
残

つ
て

ゐ
な
い
。
花
び
ら
も
褐
色

に
変

つ
て
ゐ
る
。
「白
蓮
花
、
白
蓮
花
」

―
―
さ
う
云
ふ
花
売
り
の
声
を
聞
い
た
の
も
、
何
時
か
追
憶
に
過
ぎ
な



く
な

つ
た
。
こ
の
花
が
南
国
の
美
人
の
胸
に
、
匂

つ
て
ゐ
る
の
を
眺
め

た
の
も
、
今
で
は
夢
と
同
様
で
あ
る
。
私
は
手
軽
な
感
傷
癖
に
、
堕
し

兼
ね
な
い
危
険
を
感
じ
な
が
ら
、
末
枯
れ
た
自
蓮
花
を
床
に
投
げ
た
。

上
海
を
旅
立

つ
時
に
、
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
落
ち
た
花
を
拾
う
こ
と
に
よ

っ
て

「
白
蓮
花
、
自
蓮
花
」
と
い
う
花
売
り
の
声
が
蘇
る
。
上
海

へ
の

「
追
憶
」

と

「感
傷
」
が
、
中
国
語
の
響
き
に
よ

っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「大
声
に
何
か
喚
き
立
て
る
」
車
夫
た
ち
の
声
の
襲
来
と
し
て
捉
え
ら
れ
た

上
海
の

「
第

一
警
」
が
、
末
尾
部
分
に
お
い
て
は
花
売
り
の
中
国
語
の
声
に
、

「
追
憶
」
や

「
夢
」
、
さ
ら
に
は

「手
軽
な
感
傷
癖
」

へ
脱
し
か
ね
な
い
甘
い

気
持
ち
を
抱
く
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

「上
海
癖
記
」
か
ら
約
ニ
ケ
月
の
中
断
期
間
を
経
て
再
開
さ
れ
た

「
江
南

済
記
」
の
冒
頭

に
お
か
れ
た

「前
置
き
」
も
同
様

に
、
中
国
語
の
響
き
に

よ

っ
て
始
ま
る
。

そ
れ
が
愈
す
れ
違

つ
た
時
、
私
の
耳
は
意
外
に
も
、
卒
然
曖
噛
と
云

ふ
間
投
詞
を
捉

へ
た
。
曖
噛
―
　
私
は
心
の
躍
る
の
を
感
じ
た
。
そ
れ

は
何
も
彼
等
二
人
が
、
支
那
人
だ

つ
た
の
に
驚
い
た
の
で
は
な
い
。
こ

の
偶
然
耳
に
し
た
曖
噺
と
云
ふ
言
葉
の
為
に
、
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
が
よ

み
が

へ
つ
た
の
で
あ
る
。
（中
略
）
曖
噛
―
　
さ
う
云
ふ
声
が
私
の
耳

に
、
忘
れ
な
い
響
き
を
残
し
た
の
は
、
薄
田
氏
の
為
に
も
私
の
為
に
も
、

意
外
な
仕
合
せ
に
な

つ
た
訣
で
あ
る
。
／
私
の
知

つ
て
ゐ
る
支
那
語
の

数
は
や
つ
と
二
十
六
し
か
な
い
。
そ
の
中
の

一
つ
が
偶
然
に
も
、
私
の

耳
に
止
ま

つ
た
ば
か
り
か
、
兎
に
角
何
か
を
目
ざ
め
さ
せ
た
事
は
、
大

袈
裟
に
云

へ
ば
天
恵
で
あ
る
。

「
曖
噛
」
と
い
う
中
国
語
の
響
き
に
再
会
し
た
こ
と
で
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

中
断
し
て
い
た
紀
行
文
を
再
開
す
る
き

っ
か
け
と
な
る
。
中
国
語
の
響
き
を

「上
海
済
記
」
の
冒
頭
と
末
尾
、
「
江
南
済
記
」
の
冒
頭
に
配
置
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
中
国
と
の
出
会
い

。
別
れ

・
再
会
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
構
成
か
ら
も
、
芥
川
が
異
国
の
音
や
声
に
敏
感
で
あ

っ
た
と
言
う
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

紀
行
文
に
お
い
て
、
ま
ず
気
が

つ
く
事
は
中
国
語
が
自
分
の
意
思
を
通
す

た
め
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「上
海
済
記
」

の

「第

一
警

（下
と

に
お
い
て
は
、
「私
は
昼
間
村
田
君
に
、
不
要
と
云
ふ

支
那
語
を
教
は
つ
て
ゐ
た
。
不
要
は
勿
論
い
ら
ん
の
意
で
あ
る
。
だ
か
ら
私

は
車
屋
さ

へ
見
れ
ば
、
忽
ち
悪
魔
排
い
の
呪
文
の
や
う
に
、
不
要
不
要
を
連

発
し
た
」
と
記
し
、
「私
の
日
か
ら
出
た
、
記
念
す
べ
き
最
初
の
支
那
語
」

で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
ま
た

「
江
南
済
記
」
で
は
、
道
が
分
ら
な
く
な

っ

た
時
に
、
案
内
人
が

「
モ
ン
モ
ン
ケ
」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
の
を
聞
い
て
、

「
私
の
推
察
に
し
て
誤
ら
な
け
れ
ば
、
モ
ン
は
間
答
の
門
で
あ
る
。
―
―
私

は
さ
う
思

つ
た
か
ら
、
私
に
つ
い
て
来
た
腫
馬
曳
き
に
も
、
早
速
同
様
の
命

令
を
下
し
た
。
「
モ
ン
モ
ン
ケ
！
　
モ
ン
モ
ン
ケ
！
」
モ
ン
モ
ン
ケ
は
秘
密

の
呪
文
の
や
う
に
、
忽
路
を
わ
か
ら
せ
て
く
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
拒
絶

や
命
令
な
ど

一
方
通
行
的
に
使
用
し
て
い
る
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

「
不
要
」
や

「
モ
ン
モ
ン
ケ
」
と
言
う
単
語
を
発
す
る
場
面
の

描
写
に
は
、
中
国
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
相
手
を
意
の
ま
ま
に
す
る

快
感
さ
え
漂

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
中
国
語
は
、
他
者
と
し
て
の
中
国
人
と

双
方
向
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
手
段
で
は
な
く
、
車
夫



や
案
内
人
を
自
分
の
意
思
に
従
わ
せ
る

一
方
通
行
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
「
悪
魔
祓
い
の
呪
文
」
「
秘
密
の
呪
文
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
命
令
形
と
し
て
の
外
国
語
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
が

日
本
を
訪
れ
た
際
の
第

一
印
象
を
記
し
た

「東
洋
の
土
を
踏
ん
だ
配
」
で
も

見
ら
れ
る
。

ハ
ー
ン
は
、
車
夫

「
チ
ャ
」
に
向
か

っ
て
寺
院

へ
行
き
た
い
と

い
う
自
分
の
意
思
を
伝
え
る

「
テ
ラ
ヘ
ユ
ケ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
す
。

ハ
ー
ン
が
描
く
こ
れ
ら
の
場
面
で
は
、
命
令
が

「
チ
ャ
」
に
よ

っ
て
実
現
さ

れ
る
こ
と
の
爽
快
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

ハ
ー
ン
が

「
テ
ラ
ヘ
ユ
ケ
ー
」
を

「神
秘
に
充
ち
た
そ
の
言
葉
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
と
同
様
に
、
芥
川
の

場
合
に
お
い
て
も

「
呪
文
」
と
い
う
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
東
洋
を
訪
問
し
た
旅
行
者
に
と

っ
て
、
初
期
に
出
会
う
の
が
車

夫
で
あ
る
。
異
国
語
に
接
し
た
時
に
、
相
手
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
手
段
と
し
て
言
葉
を
覚
え
て
い
く
こ
と
に
先
立

っ
て
、
自
分
の
欲
求
を
通

し
た
い
場
合
に
相
手
が
使
用
す
る
言
葉
を

「
呪
文
」
の
よ
う
に
利
用
す
る
と

い
う
事
例
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

上
海
に
到
着
し
た
日
に
、
「頻
に
何
か
ま
く
し
立
て
て
ゐ
る
」
馬
車
の
御

者
と

「
何
か
し
や
べ
り
な
が
ら
、
乞
食
の
や
う
に
手
を
出
し
て
ゐ
る
」
花
売

り
を
指
し
て
、
「支
那
の
第

一
瞥
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
初
期
の
芥
川

に
と

っ
て
中
国
人
の
話
す
言
葉
は
、
「
何
か
」
わ
か
ら
な
い
ノ
イ
ズ
で
し
か

な
か

っ
た
。
し
か
し
芥
川
は
日
本
や
西
洋
の
列
強
が
侵
出
し
た
後
に
中
国
語

に
起
こ
っ
た
変
化
や
乱
れ
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
描
写
し
て
い
く
。

例
え
ば

「
江
南
済
記
」
で
は
、
「
ロ
マ
ン
テ
イ
シ
ズ
ム
」
を
感
じ
さ
せ
る

夜
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が
石
段
を
下
り
て
来
る
姿
を
見
て
、
調
和
し
た
風
景
が

乱
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
抱
く
。
ア
メ
リ
カ
人
は

「同
類
」
に
声
を
か
け
ら

れ
る
と
、
「妙
な
手

つ
き
を
し
て
見
せ
な
が
ら
、
ブ
ラ
ツ
デ
イ
何
と
か
返
答
」

を
す
る
。
そ
の
光
景
を
見
て
芥
川
は
、
「上
海
の
異
人
は
ヴ
エ
リ
イ
の
代
り

に
、
辰
恐
る
可
き
ブ
ラ
ツ
デ
イ
を
使
ふ
。
こ
れ
だ
け
で
も
既
に
愉
快
ぢ
や
な

い
」
と
評
し
て
い
る
。
「
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
」
な
夜
に
似
合
わ
な
い
ア
メ
リ

カ
人
の
姿
を
、
「上
海
の
異
人
」
が
使
う

「愉
快
ぢ
や
な
い
」
言
葉
に
象
徴

さ
せ
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
上
海
に
い
る
西
洋
人

の
存
在
に
、
調
和
を
破
る
か
の
よ
う
な
不
愉
快
感
を
芥
川
が
感
じ
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

芥
川
は
上
海
に
つ
い
て
、
「世
界
的
な
群
集
」
「各
国
の
人
間
が
、
寄
り
集

ま
つ
て
ゐ
る
所
」
と
書
い
て
い
る
が
、
上
海
の
紹
介
書
で
あ
る
杉
江
房
造
編

（
８
）

『新
上
海
』
に

「支
那
英
語
」
の
章
が
あ
る
よ
う
に
、
近
代
の
上
海
は
、
外

部
か
ら
来
た
人
々
と
現
地
の
人
々
の
間
、
ま
た
外
部
か
ら
来
た
人
々
同
士
の

意
思
疎
通
の
必
要
性
か
ら
、
ピ
ジ
ン
英
語
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
言
語
接
触
が
、
様
々
な
文
化
が
交
錯
す
る
上
海
と
い
う
場
の
象
徴
と
も

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
現
象
に
芥
川
は
敏
感
に
反
応
し
、
自
ら
の

批
判
的
な
評
価
と
共
に
書
き
留
め
た
と
言
え
る
。

青
蓮
閣
な
ぞ
と
云
ふ
茶
館
に
行
け
ば
、
彼
是
薄
暮
に
近
い
頃
か
ら
、

無
数
の
売
笑
婦
が
集
ま
つ
て
ゐ
ま
す
。
（中
略
）
そ
れ
が
日
本
人
な
ぞ

の
姿
を
見
る
と
、
「
ア
ナ
タ
、
ア
ナ
タ
」
と
云
ひ
な
が
ら
、　
一
度
に
周

囲
に
集
ま

つ
て
来
ま
す
。
「
ア
ナ
タ
」
の
外
に
も
か
う
云
ふ
連
中
は

「
サ
イ
ゴ
、
サ
イ
ゴ
」
と
云
ふ
事
を
云
ひ
ま
す
。
「
サ
イ
ゴ
」
と
は
何
の



意
味
か
と
思
ふ
と
、
こ
れ
は
日
本
の
軍
人
た
ち
が
、
日
露
戦
争
に
出
征

中
、
支
那
の
女
を

つ
か
ま

へ
て
は
、
近
所
の
高
梁
の
畑
か
何
か

へ

「
さ

あ
行
か
う
」
と
行

つ
た
の
が
、
濫
暢
だ
ら
う
と
云
ふ
事
で
す
。
語
源
を

聞
け
ば
落
語
の
や
う
で
す
が
、
何
に
せ
よ
我
我
日
本
人
に
は
、
余
り
名

誉
の
あ
る
話
で
は
な
さ
さ
う
で
す
。
翁
上
海
海
記
」
「
十
四
　
罪
悪
し

こ
こ
で
芥
川
は
、
「
サ
イ
ゴ
」
と
い
う
、
日
露
戦
争
時
の
日
本
兵
の
侵
攻

の
事
実
が
残
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
、
敢
え
て
そ
の
理
由
と
と
も
に
記
事
に
し
、

「
名
誉
で
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
過
去
に
こ
の
土
地

で
行
わ
れ
た
軍

人
達
の
野
蛮
な
振
舞
い
が
、
「
野
雉
」
が
現
在
話
し
て
い
る
言
葉
の
中
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
記
録
に
留
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
軍
の

「
名
誉
で
は
な
い
話
」
を
敢
え
て
書
き
記
す
芥
川
の
姿
勢
は
、

日
露
戦
争
中

の
中
国
で
の
日
本
軍
に
よ
る
中
国
人
捕
虜
の
斬
殺
を
描

い
た

「
将
軍
」
の
創
作

に
繋
が

っ
て
い
く
。
「
江
南
済
記
」
に
、
「
こ
の
新
年

の

「
改
造
」
に
、
「
将
軍
」
と
云
ふ
小
説
を
書
い
た
。
し
か
し
日
本
に
生
れ
た
難

有
さ
に
は
、
油
揚
の
憂
目
に
も
遭
は
な
け
れ
ば
、
勿
論
小
便
も
ひ
つ
か
け
ら

れ
な
い
。
唯

一
伏
字
に
な

つ
た
上
、
三
度
ば
か
り
雑
誌
の
編
輯
者
が
、
当
局

に
小
言
を
云
は
れ
た
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
「
将
軍
」

は
官
憲
に
よ
る
十
四
箇
所
に
も
及
ぶ
伏
字
を
抱
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

『
支
那
癖
記
』
を
評
価
す
る
際
に
は
、
芥
川
が

「
当
局
」
に
よ
る
言
論
統
制

を
意
識
し

つ
つ
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

次
節
で
は
、
官
憲
の
眼
を
意
識
し
た
た
め
か
、
帝
国
主
義

へ
の
批
判
的
な
意

見
を
間
接
的
な
表
現
に
よ

っ
て
述
べ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

三

中
国

へ
の
侵
入
者
と
し
て
外
国
人
を
捉
え
る
ま
な
ざ
し
は
、
日
本
人
で
あ

る
自
分
自
身
に
も
向
け
ら
れ
る
。

尤
も
無
駄
話
を
し
た
と
云

つ
て
も
、
私
は
唖
に
変
り
は
な
い
。
波
多

君
が
私
を
指
さ
し
な
が
ら
、
悪
戯
さ
う
な
子
供
の
芸
者
に

「
あ
れ
は

東
洋
人
ぢ
や
な
い
ぜ
。
広
東
人
だ
ぜ
。
」
と
か
何
と
か
云
ふ
。
芸
者
が

村
田
君
に
本
当
か
と
云
ふ
。
村
田
君
も

「
さ
う
だ
。
さ
う
だ
。
」
と
云

ふ
。
そ
ん
な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
独
り
漫
然
と
く
だ
ら
な
い
事
を

考

へ
て
ゐ
た
。
―
―
日
本
に
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
ナ
と
云
ふ
唄
が
あ
る
。
あ

の
ト
ン
ヤ
レ
ナ
は
事
に
よ
る
と
東
洋
人
の
変
化
か
も
し
れ
な
い
。
翁
上

海
済
記
し

中
国
語
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
に
加
わ
れ
な
い
こ
と
に
、
芥
川
は

「
唖
に
変
り

は
な

い
」
と

い
う
感
覚
を
抱
く
。
自
分
を
指

さ
し
な
が
ら
、
「
あ
れ
は

東
洋
人
ぢ
や
な
い
ぜ
。
広
東
人
だ
ぜ
」
と
言
う

「
東
洋
人
」
と
い
う
日
本
人

の
呼
称
に
、
芥
川
は

「
独
り
」
で

「
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
ナ
と
云
ふ
唄
」
を
想
起

す
る
。

ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
唄
に
つ
い
て
、
堀
内

敬
三
氏
は

「
明
治
時
代
の
最
初
の
軍
歌
」
で
あ
る
と
し
、
「
江
戸
末
期
の
俗

楽
」
で
は
、
「
こ
の
時
代
の
新
し
い
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
新
式

の
軍
隊
が
用
い
る
軍
楽
に
は
新
し
い
種
類
の
楽
曲
が
入
用
で
あ

っ
た
。
西
洋

の
武
力
と
対
抗
せ
ん
が
た
め
に
、
軍
需
品
の

一
つ
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
鼓
笛

楽
が
、
偶
然
に
も
日
本
の
洋
楽
を
先
駆
し
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。



ま
た
倉
田
喜
弘
氏
は

「
維
新
の
と
き
山
国
隊
が
江
戸
入
城
に
際
し
、
品
川
で

隊
伍
を
整
え
、
錦
旗
を
押
し
た
て
て
行
軍
し
な
が
ら
歌

っ
た
歌
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
、
西
沢
爽
氏
は
、
「
近
代
歌
謡
史
の
夜
明
け
の
唄
」
で
あ

り
、
「
昭
和
初
年
の
状
況
を
知
る
と
き

（中
略
）
「宮
さ
ん
宮
さ
ん
」
は
、
天

（
Ｈ
）

皇
制
を
賛
美
、
祝
福
す
る
歌
ご
え
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
猪
瀬
直
樹
氏
は

「官
軍
と
し
て
東
征
す
る
際
に
、
自

ら
の
正
当
性
を

一
般
の
人
び
と
に
認
知
さ
せ
る
た
め
に
歌

っ
た
日
本
最
初
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
の
成
立
や
そ
の
作
者
、
歌
わ
れ
て
い
た
状
況
に
関
し
て

は
諸
説
存
在
す
る
が

「宮
さ
ん
宮
さ
ん
」
の
歌
詞
が
、
江
戸
幕
府
に
変
わ
る

新
し
い
支
配
者
と
し
て
の
官
軍
イ
メ
ー
ジ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
見
解

と
、
こ
の
唄
の
背
景
に
は
西
洋
音
楽
の
影
響
が
う
か
が
え
る
と
い
う
認
識
は

ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。

伊
沢
修
二
は
、
明
治
二
十
五
年
に
出
版
さ
れ
た

『小
学
唱
歌
』
に
お
い
て

「宮
さ
ん
」
の
曲
名
で
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
を
次
の
歌
詞
で
収
録
し
た
。

み
や
さ
ん
ノ
ヽ
御
馬
の
前
で
　
チ
ラ
ノ
ヽ
す
る
の
は
な
ん
ヂ
ヤ
イ
ナ

ト
コ
ト
ン
、
ヤ
レ
、
ト
ン
ヤ
レ
ナ

あ
れ
は
朝
て
き
せ
い
ば

つ
せ
よ
と
の
　
に
し
き
の
御
旗
ヂ
ヤ
し
ら
な
い

か
　
ト
コ
ト
ン
、
ヤ
レ
、
ト
ン
ヤ
レ
ナ

こ
の
ト

コ
ト
ン
ヤ
レ
節
は
、
劇
作
家
ギ

ル
バ
ー
ト
■
二
摯”
ヨ

∽
０
，
■
９

８
ズ
Ｑ
【ｇ
〓

含
∞
〓
―
〓
」
じ

と
作
曲
家

サ
リ
ヴ

ァ
ン
＞
『一ぎ

ヽ
ｒ
∵

ヨ
ｏ
Ｅ

旨

】〓一ざ
●

貧
∞
ミ

１
３
８
）
に
よ
る

『
ミ
カ
ド
』
↓
汀

て
いざ
８

・

Ｒ

↓
，
Φ
↓
ｏ
く
”
Ｒ

↓
三
Ｏ
ｃ

貧
“
３

に
、
日
本
語
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
で
ヽ
カ
ド
』
は
典
型
的
な
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
あ
り
、

劇
中
で
死
刑
執
行
を
強
要
す
る
残
酷
な
支
配
者
と
し
て
描
か
れ
る
ミ
カ
ド
が

登
場
す
る
時
に
、
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
が
歌
わ
れ
る
。

ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
は
江
戸
幕
府

へ
の
官
軍
の
進
軍
と
日
本
音
楽
史
上
に
お

け
る
西
洋
軍
楽
の
導
入
の
象
徴
的
な
音
楽
で
あ
る
と

一
般
に
捉
え
ら
れ
て
い

た
曲
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
ミ
カ
ド
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
彩
ら
れ
た

「
ミ
カ
ド
」
の
権
力
と

エ
キ
ゾ
テ
イ
シ
ズ

ム
を
示
す
曲
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
芥
川
の
言
説

の
中
で
、
中
国
に
お
け
る
日
本
人
の
蔑
称
的
な
意
味
も
込
め
ら
れ
た
呼
び
方

で
あ
る

「東
洋
人
」
と
、
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
ナ
節
の

「
ト
ン
ヤ
レ
ナ
」
が
、
響

き
の

一
致
に
よ

っ
て
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

江
戸
に
進
軍
し
て
来
る

「官
軍
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
代
の
中
国
に
軍
事
的

に
も
経
済
的
に
も
侵
出
し
て
き
て
い
る
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
重
ね
ら
れ

て
喚
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「東
洋
人
」
に
注
目
す
る
と
、
前
節

で
引
用
し
た

「
江
南
済
記
」
に
お
い

て

「
西
洋
風
の
ホ
テ
ル
」
で
あ
る

「新
新
旅
館
」
に
到
着
し
た
際
に
、
「支

那
人
の
給
仕
と

一
し
よ
に
、
狭
い
裏
梯
子
を
登
」

っ
て
、
自
分
の
部
屋
に
案

内
さ
れ
る
と
、
「東
洋
人
と
見
続

つ
た
の
か
、
余
り
居
心
の
好
く
な
い

「支

那
の
部
屋
」
だ

っ
た
と
い
う
場
面
が
浮
か
び
上
が
る
。
さ
ら
に
部
屋
か
ら

「玄
関

へ
出

て
見
る
と
、
石
段
の
上
の
卓
子
の
ま
は
り
に
は
ヤ
ン
キ
イ
の
男

女
が
五
六
人
、
ぐ
い
ぐ
い
酒
を
煽
り
な
が
ら
、
大
声
に
唄
を
う
た

つ
て
ゐ
」

Ｚυ
。芥

川
は
、
「鼻
の
先
の
玄
関
に
は
、
酔

つ
払
ひ
の
ヤ
ン
キ
イ
が
騒
い
で
ゐ



る
。
私
は
と
て
も
こ
の
分
で
は
、
「
天
鵞
絨
の
夢
」
の
作
者
の
や
う
に
、

ロ

マ
ン
テ
イ
ツ
ク
に
は
な
れ
な
い
」
と
感
じ
る
。
こ
の
場
面
の
描
写
は
、
よ
り

複
雑
な
列
強
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
言
え
る
。
ア
メ
リ
カ
人

が
玄
関
や
西
湖
に
向
か

っ
た
部
屋
を
占
領
し
て
い
る
旅
館
の

「
後
の
隅
」
に

追
い
や
ら
れ
る
自
分
に
、
敢
え
て

「東
洋
人
」
と
ル
ビ
を
振
り
、
「
ヤ
ン
キ

イ
の
男
女
」
に

「大
声
」
で
英
語
の
歌
を
歌
わ
せ
て
い
る
と
い
う
構
図
。
こ

こ
で
は

「東
洋
人
」
は
、
玄
関
を
占
領
す
る
ヤ
ン
キ
イ
の
歌
声
に
気
圧
さ
れ

て
、
居
心
地
の
悪
い
三
階
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。

ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
ナ
節
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日
本
の
開
国
と
西
洋
式
の
軍

隊
や
軍
歌
の
移
入
に
よ

っ
て
生
れ
た
象
徴
的
な
音
楽
で
あ
る
が
、
過
去
に
経

験
し
た
日
本

の
開
国
と
西
洋
文
化
の
移
入
が
、
「東
洋
人
」
と

「
ト
ン
ヤ
レ

ナ
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
在
の
上
海
に
お
け
る

「
亜
米
利

加
」
―

「東
洋
人
」
―

「
支
那
」
と
い
う
構
図
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
と

一百
え
る
。

芥
川
が
こ
の
よ
う
な
構
図
を
描
き
出
す
こ
と
に
対
し
て
、
ど
れ
程
意
識
的

で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
明
確
に
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

し
か
し
、
芥
川
の
訪
中
が
、
私
的
な
も
の
で
は
な
く
海
外
視
察
員
と
し
て
の

立
場
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
自
身
の
作
品
に
官
憲
に
よ
る
検
閲
が
課
さ
れ
る
と

い
う
状
況
下
で
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
紀
行
文
に
お
け
る
直

接
的
な
記
述
だ
け
を
分
析
の
対
象
と
し
て
い
た
の
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う

部
分
が
存
在
す
る
。
芥
川
が
、
当
時
の
中
国
の
勢
力
関
係
を
、
比
喩
的
表
現

に
よ

っ
て
間
接
的
に
浮
き
上
が
ら
せ
よ
う
と
い
う
戦
略
を
と

っ
た
可
能
性
に

つ
い
て
、
今
後
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

蘇
州
の
孔
子
廟
を
訪
れ
た
芥
川
は
、
「
江
南
第

一
の
文
廟
」
の
現
在
の
様

子
に
、
「
こ
の
荒
廃
は
、
直
に
支
那
の
荒
廃
で
は
な
い
か
？
」
と
感
じ
る
。

門
を
は
い
つ
た
所
に
、
太
鼓
や
鐘
が
並
ん
で
ゐ
る
。
甚
だ
し
い
か
な
礼

楽
の
衰
え
た
る
や
。
―
―
今
考
え
る
と
滑
稽
だ
が
、
私
は
こ
の
埃
だ
ら

け
の
、
古
風
な
楽
器
を
眺
め
た
時
、
何
だ
か
そ
ん
な
感
慨
が
あ

つ
た
。

（中
略
）
す
る
と
高
い
天
丼
に
、
雨
で
も
降
る
の
か
と
思
ふ
位
、
颯
颯

た
る
音
が
渡

つ
て
ゐ
る
。
（中
略
）
蝙
蝠
は
日
本
で
も
江
戸
時
代
に
は
、

気
味
が
悪
い
と
云
ふ
よ
り
も
、
意
気
な
物
だ
と
思
は
れ
た
ら
し
い
。
蝙

蝠
安
の
如
き
は
、
確
か
に
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
西
洋
の
影
響
は
、

何
時
の
間
に
か
塩
酸
の
や
う
に
、
江
戸
の
地
金
を
腐
ら
せ
て
し
ま

つ
た
。

つ
江
南
済
記
し

荒
廃
し
た
文
廟
の
中
に
は
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た
中
国
の
古
風
な
楽
器
の
音

色
の
代
わ
り
に
、
蝙
蝠
の
羽
音
が
響
い
て
い
る
。
中
国
で
古
く
か
ら
尊
重
さ

れ
て
き
た
儒
学
と
音
楽
が
、
現
在
は
省
み
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
て

「甚
だ
し
い
か
な
礼
楽
の
衰
え
た
る
や
」
と
い
う
感
慨
を

抱
く
。
芥
川
は
、
蝙
蝠
が

「意
気
な
物
」
で
あ
る
と
い
う
江
戸
期
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
西
洋
文
化
の
流
入
に
よ

っ
て

「
気
味
が
悪
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に

変
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
と
指
摘
し
、
天
「
後
二
十
年
も
す
る
と
、
「蝙
蝠

も
出
て
来
て
浜
の
夕
涼
み
」
の
唄
に
は
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
感
化
が
あ
る
な

ぞ
と
、
述
べ
立
て
る
批
評
家
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
江
戸
文
化
を
反

映
し
た
唄
が
、
西
洋
の
文
脈
に
沿

っ
て
誤
読
さ
れ
る
可
能
性
を
警
戒
す
る
。

「
西
洋
の
影
響
」
に
よ

っ
て

「腐
ら
」
さ
れ
た
も
の
と
し
て
江
戸
と
中
国
の

文
化
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
西
洋
に
駆
逐



さ
れ
る
江
戸
と
中
国
と
い
う
構
造
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
ト
ン
ヤ
レ
ナ
」
を
歌

っ
た
軍
楽
隊
も
、
今
中
国
に
侵
出
し
て

き
て
い
る

「
東
洋
人
」
も
、
西
洋
の
列
強
に
対
抗
し
て
帝
国
主
義
を
模
倣
し

た
存
在
と
い
う
点

で
共
通
し

て
い
る
。
「
ヤ
ン
キ
イ
」
―

「
東
洋
人
」
―

「
支
那
」
と
い
う
現
在
の
中
国
の
勢
力
図
と
、
「
亜
米
利
加
」
―

「
ト
ン
ヤ
レ

ナ
」
―
江
戸
と
い
う
過
去
の
日
本
の
勢
力
図
が
、
重
ね
あ
わ
さ
れ
る
形
で
浮

き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
芥
川
は
音
楽
と
言
葉
の
響
き
を
め

ぐ

っ
て
、
支
配
構
造
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

歌
に
よ
る
表
現
は
、
「上
海
済
記
」
の
終
章

「
最
後
の

一
瞥
」
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
横
を
川
沿
ひ
に
ま

つ
直
行
け
ば
、
左

へ
曲
る
横
丁
に
、
ラ
イ
シ
ア

ム

・
シ
ア
タ
ア
も
見
え
る
で
あ
ら
う
。
あ
の
入
り
回
の
石
段
の
上
に
は
、

コ
ミ
ツ
ク

・
オ
ペ
ラ
の
画
看
板
は
あ

つ
て
も
、
も
う
人
出
入
は
途
絶
え

た
か
も
知
れ
な
い
。
（中
略
）
そ
の
跡
は
森
と
し
た
往
来
に
、
誰
か
小

唄
を
う
た
ひ
な
が
ら
靴
音
を
さ
せ
て
行
く
も
の
が
あ
る
。
０
，
，

０
，
ヨ

ｏ
〓
５
”
ヨ
”
５
１
１
私
は
暗

い
黄
浦
江
の
水
に
、
煙
草

の
吸
ひ
さ
し
を

拠
り
こ
む
と
、
ゆ

つ
く
り
と
サ
ロ
ン
ヘ
引
き
返
し
た
。

こ
こ
で
の
０
〓
●
０
，
，

ｏ
，
一●
”
ヨ
”
５
と
い
う
小
唄
は
、　
一
八
九
六
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
初
演
さ
れ
た

９
０
●
ｏ
く
ぢ
●
８

（ド〓
Ｈ
Ｉ
〓
ふ
）
作
曲
の
コ
ミ

ッ

ク

ｏ
オ
ペ
ラ
『
ゲ
イ
シ
ャ
』
弓
汀

Ｏ
ｏ
】３
”
の
中
の
曲

「
ｏ
，
，

ｏ
〓
５
ｏ
〓
●
や

８
”
こ

で
あ
ろ
う
。
「
ミ
カ
ド
』
と
同
様
に
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム

・
オ
ペ
ラ
の
代
表
作

で
あ
り
、
「
↓
，
Φ
∪
８
『
Ｆ
邑
ｏ
Ｆ
Ｏ
つ
く
‐旨
マ

す
０
も
く
」
「
＞

ｏ
ｏ
一争
”
∽́
ｒ
”い＆

「
ｏ
，
ｏ
●
困
Ｆ
と

と
い
う
よ
う
に
、
題
名

か
ら
即
座

に
日
本
を
舞
台
と
し

て
い
る
と
わ
か
る
曲
が
多

い
。
再
〓
〓

ｏ
，
〓

ｏ
，
ヨ
”
ヨ
”
い
」
は
、
「
ナ
ガ
サ
キ
」
の
茶
館
で

「
ゲ
イ
シ
ャ
」
達
を
雇

う
中
国
人

■
●
〒
晏

が
歌
う
曲
で
あ
る
。

倉
田
喜
弘
氏
が

「
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
ゲ
イ
シ
ャ
」
で
は
、
こ
の
チ
ョ
ン
キ
ナ

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
舞
台
で

一
枚
ず

つ
脱
ぐ
し
ぐ
さ
が
欧
米
の
諸
国
民
を
驚

か
し
た
と
い
う
。
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
↓
す
ｏ
Ｏ
Φ
【３
と

に
は
西
洋

の
眼
に
映
る
日
本
人
像
が
、
中
国
人
と
同
化
さ
れ
た
形
で
戯
画
的
に
描
か
れ

て
お
り
、
作
品
中
で
描
か
れ
る

「
ゲ
イ
シ
ャ
」
達
の
猥
褻
性
が
物
議
を
醸
し

一た
。な

ぜ
芥
川
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
を
作
り
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人

は

「支
那
」
に
対
し
て
侵
出
し
た
が
、
西
洋
か
ら
見
る
と

「支
那
」
も
日
本

も
等
し
く

「黄
色
い
仲
間
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
自
覚
は
、
「長
江
済
記
」
に
お
い
て
、
「
こ
の
亜
米
利
加

人
の
夫
婦
、
―
―
殊
に
細
君
に
至

つ
て
は
、
東
洋
に
対
す
る
西
洋
の
侮
蔑
に

踵
の
高
い
靴
を
は
か
せ
た
如
き
、
甚
だ
横
柄
な
女
人
だ

つ
た
。
彼
女
の
見
る

所
に
従

へ
ば
、
支
那
人
は
勿
論
日
本
人
も
、
ラ
ヴ
と
い
う
事
を
知

つ
て
ゐ
な

い
。
（中
略
）
先
生
は
我
我
黄
色
い
仲
間

へ
、
人
の
悪
い
微
笑
を
送
る
が
早

い
か
、
人
さ
し
指
に
額
を
叩
き
な
が
ら
、
「
ナ
ロ
ウ

。
マ
イ
ン
デ
ツ
ド
」
と

か
何
と
か
云

つ
た
」
と
い
う
よ
う
な
描
写
に
よ

っ
て
も
窺
え
る
。
こ
の
場
面

に
は
、
日
本
は

「
東
洋
人
」
と
し
て
中
国
に
侵
出
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

人
か
ら
見
る
と

「黄
色
い
仲
間
」
と
し
て

「西
洋
の
侮
蔑
」
の
対
象
と
な

っ

て
い
る
と
い
う
こ
と

へ
の
自
覚
が
あ
る
。
中
国
に
侵
出
し
て
い
る
列
強
の
勢

力
関
係
や
、
そ
の
中
で
の
日
本
人
の
位
置
を
、
で
ヽ
カ
ド
』
に
用
い
ら
れ
た



ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
や

『
ゲ
イ
シ
ャ
』
の
小
唄
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
間

接
的
に
表
現
し
て
い
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
西
洋
文
化

が
中
国
の
文
化
と
混
ざ
り
合

っ
て
い
る
状
態
を

「
俗
悪
」
な
西
洋
と
評
し
て

い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
現
在
の
中
国
の
状
態
を
、
で
ヽ
カ
ド
』

や

『
ゲ
イ
シ
ャ
』
が
描
き
出
し
た

「
テ
ィ
テ
ィ
プ
」
や

「
ナ
ガ
サ
キ
」
の
ち

ぐ
は
ぐ
さ
と
対
応
さ
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

中
国
語
を

「
呪
文
」
の
よ
う
に
使
う
態
度
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
、
紀
行

文
に
は

「
婆
さ
ん
は
に
や
に
や
笑
ひ
な
が
ら
、
何
か
私
に
話
し
か
け
る
が
、

唖
の
旅
行
家
た
る
私
に
は
、
勿
論

一
言
も
判
然
し
な
い
。
私
は
当
惑
じ
切

つ

た
侭
、
や
む
を
得
ず
顔
ば
か
り
眺
め
て
ゐ
た
。
」
（「
江
南
済
記
し

と
い
う
よ

う
な
、
中
国
語
で
話
し
か
け
ら
れ
て

「
当
惑
」
す
る
姿
も
書
き
込
ま
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
、
「
現
代
の
支
那
を
中
心
と
し
た
政
治
や
社
会
の
問
題
に
、
勿

論
不
要
と
か

「
単

一
単
」
と
か
、
車
屋
相
手
の
熟
語
以
外
は

一
言
も
支
那
語

を
知
ら
な
い
私
に
議
論
な
ぞ
の
わ
か
る
理
由
は
無
い
」
「
上
海
済
記
し

と

い
う
場
面
に
お
い
て
、
議
論
し
よ
う
と
す
る
と
車
屋
相
手
の
言
葉
し
か
知
ら

な
い
自
ら
の
捩
れ
を
自
覚
す
る
経
験
か
ら
、
「
唖
の
旅
行
家
」
と
自
称
す
る

姿

へ
と
繋
が

っ
て
い
く
。

「
江
南
済
記
」
の
後
半
部

で
は
、
芥
川
は
通
訳
に
病
積
を
起
す
自
分
の
姿

を
書
き
込
ん
で
行
く
。
し
か
し
、
そ
れ
は

「
弱
者
」
と
し
て
の
自
己
を
見
出

し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
自
ら

「腹
を
立
て
た
の
は
、
弱
者
だ

つ
た
崇
り

で
あ
る
。
島
津
氏
の
上
海
語
は
、
相
手
の
支
那
人
に
通
ず
る
に
し
て
も
、
相

手
の
蘇
州
語
は
島
津
氏
に
通
じ
な
い
」
と
述
懐
す
る
場
面
で
は
、
自
分
の
意

思
で
動
く
こ
と
は
出
来
ず
、
通
訳
に
任
せ
る
し
か
な
い
不
安
定
な
状
況
が
浮

き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

以
下
の
引
用
は

「
江
南
済
記
」
の
末
尾
近
く
の
場
面
で
あ
る
。

私
は
ト
ン
ネ
ル
の
前
に
作
ん
だ
侭
、
薄
暗
い
壁
の
ず

つ
と
上
に
、
晩
春

の
青
空
を
仰
い
だ
時
、
何
だ
か
自
分
の
体
が
、
小
鳥
ほ
ど
に
な
る
や
う

な
心
も
ち
が
し
た
。
さ
う
し
て
其
処
の
敷
石
の
草
の
上

へ
、
酸

つ
ぱ
い

水
を
少
し
吐

い
た
。
（中
略
）
「御
覧
な
さ
い
。
今
日
は
西
門
外

に
、

一局
跳

動
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
見
物
人
が
大
変
多
い
や
う
で
す
。
」

／
が
、
鳥
打
帽
を
か
ぶ

つ
た
純
友
は
、
酸

つ
ぱ
い
水
を
口
に
た
め
た
儘
、

一局
跳

動
と
は
何
の
事
だ
か
、
尋
ね
て
み
る
元
気
も
起
こ
ら
な
か

つ
た
。

芥
川
は
、
向
こ
う
に
ま
だ
知
ら
な
い
中
国
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
な

「
最
後
に
響
え
て
ゐ
る
」
「薄
暗
い
壁
」
の
前
で
、
「自
分
の
体

が
、
小
鳥
ほ
ど
に
な
る
や
う
な
心
も
ち
」
と
い
う
よ
う
な
心
細
い
身
体
感
覚

を
味
わ

っ
た
後
で
、
意
味
の
分
ら
な
い

「高

跳

動
」
と
い
う
単
語
を
通
訳

に
尋
ね
る
こ
と
を
断
念
し
て
い
る
。　
一
方
的
に
命
令
す
る

「
呪
文
」
と
し
て

で
は
な
く
、
相
手
の
話
し
て
い
る
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
、
自
分
の
考
え
て

い
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
時
に

「
唖
の
旅
行
家
」
と
い
う
自
覚
が
強
く

な

っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
響
き
だ
け
で
意
味
が
わ
か
ら
な
い
言

葉
に
囲
ま
れ
、
何
も
か
も
を
通
訳
に
質
問
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
不

安
定
な
状
況
に
晒
さ
れ
た
と
き
、
「
弱
者
」
と
し
て
傷

つ
い
た
精
神
の
在
り

方
が
身
体
感
覚
を
通
し
て
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
響
同
跳

動
」
と
い
う
単

語
に
蹟
く
自
己
の
姿
を
描
い
た
時
、
芥
川
の
中
に
は
中
国
語
や
そ
の
背
景
に

あ
る

「
現
在
」
の
中
国

へ
の
高
い

「
壁
」
を
跳
越
え
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
自
覚
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
の
芥
川
は
、



「
唖
の
旅
行
家
」
で
あ
る
と
同
時
に

「書
け
な
い
」
作
家
に
転
落
し
た
存
在

で
あ
り
、
自
分
と
中
国
と
の
間
の
差
異
と
距
離
を
際
立
た
せ
る
契
機
と
し
て
、

中
国
語

へ
の
順
き
と
断
念
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
ま
で
紀
行
文
の
記
述
を
分
析
し
て
き
た
が
、
芥
川
龍
之
介
は
中
国
に

お
い
て
言
葉
に
歴
史
的

。
社
会
的
状
況
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
り
、

直
接
的
に
書
け
な
い
よ
う
な
帝
国
の
勢
力
関
係
も
、
歌
詞
の

一
部
を
挿
入
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
間
接
的
に
表
現
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
芥
川
の
紀

行
文
に
は
、
中
国
語
が

「追
憶
」
や

「夢
」
を
生
じ
さ
せ
る
作
用
が
描
か
れ

て
い
る
と
同
時
に
、
「唖
の
旅
行
家
」
と
い
う
自
己
像
に
は
、
母
語
と
は
異

な
る
言
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
に
初
め
て
旅
行
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
生

じ
た
拒
絶
反
応
や
戸
惑
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

四

以
上
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
中
国
を
旅
行
す
る
直
前
に
発
表
さ
れ
た

「南

京

の
基
督
」
「
奇
怪
な
再
会
」
を
考
察
す
る
。
視
察
員
と
し
て
現
実
に
中
国

を
旅
し
た
経
験
は
、
芥
川
が
描
き
出
す

「中
国
」
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
そ
の
変
化
を
検
証
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
訪
中
以
前
の
作
品
に
お
け
る
異
言
語
の
描
写
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

前
年
に
書
か
れ
た

「
南
京
の
基
督
」
の
主
人
公
で
あ
る

「南
京
奇
望
街
」

の

「私
寓
子
」
宋
金
花
は
、
悪
性
の
梅
毒
を
患

っ
て
い
る
。
彼
女
は

「
羅
馬

加
特
教
の
信
仰
を
ず

つ
と
持
ち
続
け
て
ゐ
る
」
た
め
、
病
気
を
感
染
さ
せ
な

い
よ
う
に
客
を
取
る
こ
と
を
や
め
る
が
、
あ
る
晩
部
屋
に

「
見
慣
れ
な
い

一

人
の
外
国
人
」
が
入

っ
て
く
る
。

や
が
て
客
は
パ
イ
プ
を
止
め
る
と
、
わ
ざ
と
ら
し
く
小
首
を
傾
け
て
、

何
や
ら
笑
ひ
声
の
言
葉
を
か
け
た
。
そ
れ
が
金
花
の
心
に
は
、
殆
巧
妙

な
催
眠
術
師
が
、
被
術
者
の
耳
に
囁
き
聞
か
せ
る
、
暗
示
の
や
う
な
作

用
を
起
し
た
。
（中
略
）
金
花
は
ま
る
で
喪
心
し
た
や
う
に
、
翡
翠
の

耳
環
の
下
が
つ
た
頭
を
ぐ
つ
た
り
後
へ
仰
向
け
た
儘
、
し
か
し
青
白
い

頼
の
底
に
は
、
鮮
な
血
の
色
を
仄
め
か
せ
て
、
鼻
の
先
に
迫
つ
た
彼
の

顔
へ
、
洸
惚
と
し
た
う
す
眼
を
注
い
で
ゐ
た
。

「外
国
人
に
は
違
ひ
な
い
に
し
て
も
、
西
洋
人
か
東
洋
人
か
、
奇
体
に
そ
の

見
分
け
が

つ
か
な
」
い
男
の
話
す
意
味
の
わ
か
ら
な
い

「外
国
語
」
は
、

「催
眠
術
師
」
の

「暗
示
の
や
う
な
作
用
」
を
引
き
起
こ
し
、
金
花
は
決
心

を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
身
を
任
せ
る
。
金
花
は
、
こ
の
客
の
顔
が

「受
難
の

基
督
の
顔
」
と

「生
き
写
し
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
「始
め
て
知

つ
た

恋
愛
の
歓
喜
」
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
夜
金
花
は
、
「天
国
の
町
に
あ

る
、
基
督
の
家
」
の
夢
を
見
る
。
そ
の
家
に
い
る

「光
の
環
」
を
頭
上
に
頂

い
て
い
る

「
不
思
議
な
外
国
人
」
は
、
そ
の
夜
に
彼
女
の
部
屋
に
泊
ま
り
に

来
た
客
で
あ
っ
た
。

娼
婦
を
買
い
に
来
た
外
国
人
を
基
督
と
重
ね
合
わ
せ
、
金
花
を

「洸
惚
」

か
ら

「天
国
の
夢
」
へ
と
誘
う
の
が
、
通
じ
な
い
言
葉
が
も
た
ら
す

「暗
示

の
や
う
な
作
用
」
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「南
京
奇
望
街
」
と
い
う

舞
台
も
、
「東
洋
西
洋
の
外
国
人
」
が
多
く
滞
在
し
、
国
籍
が
異
な
る
者
同

士
が
出
会
い
、
現
実
と

「夢
」
が
交
錯
す
る

一
夜
を
描
き
出
す
の
に
相
応
じ

い
舞
台
と
し
て
選
ば
れ
た
と
言
え
る
。
芥
川
は
、
外
国
語
が
持
っ
て
い
る
日

常
か
ら
の
異
化
作
用
を
作
品
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来



る
だ
ろ
う
。

同
年
に
発
表
さ
れ
た

「奇
怪
な
再
会
」
に
お
い
て
も
外
国
語
は
重
要
な
意

味
を
持

っ
て
い
る
。
主
人
公
の
お
蓮
は
、
本
名
を
孟
恵
蓮
と
言
い
、
「
日
清

戦
争
中
は
、
威
海
衛
の
或
妓
館
と
か
に
、
客
を
取

つ
て
ゐ
た
女
」
だ
が
、
陸

軍

一
等
主
計

の
牧
野
に
よ

っ
て

「密
輸
入
」
さ
れ
て

「
お
蓮
と
云
ふ
日
本

人
」
に
な

っ
て
い
る
。
威
海
衛
は
日
清
戦
争
に
お
い
て
日
本
軍
が
攻
略
し
た

軍
港
で
あ
り
、
冒
頭
の

「
お
蓮
が
本
所
の
横
網
に
囲
は
れ
た
の
は
、
明
治
二

十
八
年
の
初
冬
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
日
本
軍
の
侵
攻
と
お
蓮
の
関
わ
り

が
浮
き
上
が

っ
て
く
る
。
お
蓮
は

「
遠
い
他
国
に
流
れ
て
来
た
彼
女
自
身
の

頼
り
な
さ
が
、　
一
層
心
に
泌
み
」
、
始
終
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
昔
の

恋
人
金
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

「帝
國
万
歳
」
と
叫
ぶ
観
客
達
の
中

で
、
熱
心
に
日
清
戦
争
の
激
戦
を
描

い
た
幻
燈
に
眼
を
こ
ら
す
お
蓮
は
、
そ
の
帰
り
道
に

「
誰
か
が
呼
ん
で
い

る
」
よ
う
な
声
を
聞
く
。
し
か
し
牧
野
は
、
そ
れ
は

「
あ
ん
な
幻
燈
を
見
た

か
ら
」
「空
耳
」
が
聞
こ
え
た
の
だ
ろ
う
と
取
り
合
わ
な
い
。
そ
の
後
、
お

蓮
は

「妙
な
幻
覚
に
も
、
悩
ま
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
る
。

又
或
時
は
長
火
鉢
の
前
に
、
お
蓮
が
独
り
坐

つ
て
ゐ
る
と
、
遠
い
外
の

往
来
に
、
彼
女
の
名
を
呼
ぶ
声
が
聞
え
た
。
そ
れ
は
門
の
竹
の
葉
が
、

ざ
は
め
く
音
に
交
り
な
が
ら
、
た

つ
た

一
度
聞
え
た
の
だ

つ
た
。
が
、

そ
の
声
は
東
京
へ
来
て
も
、
始
終
心
に
か
か
つ
て
ゐ
た
男
の
声
に
違
ひ

な
か
つ
た
。
お
蓮
は
息
を
ひ
そ
め
る
や
う
に
、
ぢ
つ
と
注
意
深
い
耳
を

澄
ま
せ
た
。
そ
の
時
又
往
来
に
、
今
度
百
前
よ
あ
表
群
瞥
γ
負
Ｉ
奪
つ
か

し
い
男
の
声
が
聞
え
た
。

「
な

つ
か
し
い
男
の
声
」
の
主
は
、
「
こ
の
東
京
が
森
や
林
に
で
も
な
」
ら

な
い
限
り
再
会
は
出
来
な
い
と
占
い
師
に
言
わ
れ
た
金
の
声

で
あ
る
。
「
東

京

へ
来

て
も
、
始
終
心
に
か
か

つ
て
ゐ
た
男
の
声
」
が
呼
ぶ

「
彼
女

の
名

前
」
と
は
、
東
京

へ
来
る
前
の
本
名
だ
ろ
う
。

牧
野
の
友
人
田
宮
の
会
話
で
、
牧
野
が
金
を

「暗
打
ち
」
し
て
殺
し
た
こ

と
を
確
信
し
た
お
蓮
の
心
の
中
に
は
、
「
こ
の
数
年
間
の
生
活
が
押
し
隠
し

て
ゐ
た
野
生
」
が
動
き
出
す
。
お
蓮
は
牧
野
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
何
処
か

ら
か

「
朋
輩
の

一
人
」
の

「御
止
し
。
御
止
し
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

く
る
。
そ
の
声
は
実
際
に
は

「時
計
の
振
子
が
暗
い
中
に
、
秒
を
刻
ん
で
ゐ

る
音
」
な
の
だ
が
、
「
声
は
、
や

つ
と
彼
女
の
耳
に
、
懐
か
し
い
名
前
」
を

囁
き
、
明
日
の
晩
金
が
お
蓮
に
会
い
に
来
る
事
を
告
げ
る
。
お
蓮
は
そ
の
日
、

東
京
が

「
森
」
に
な

っ
た
幻
を
見
な
が
ら
、
「
懐
か
し
い
金
の
側
に
、　
一
夜

中
洸
惚
と
坐

つ
て
ゐ
」
た
。

し
か
し
、
末
尾
に
お
い
て
お
蓮
が
現
在
は

「
Ｋ
脳
病
院
の
患
者
」
で
あ
る

こ
と
が
明
か
さ
れ
、
お
蓮
と
金
の
再
会
は

「
狂
気
」
の
中
の
出
来
事
と
し
て

処
理
さ
れ
る
。
乾
栄
治
郎
氏
は
、
「
幻
想
の
中

で
思
い
の
人
と
の
避
逓
を
成

就
す
る
女
性
と
、
背
後
に
あ
る
残
酷
な
真
実
と
は
、
中
国
趣
味
と
共
に

「南

京
の
基
督
」
「
中
央
公
論
』

一
九
二
〇

・
七
）
を
街
彿
と
さ
せ
和
」
と

「南

京
の
基
督
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
異

国
の
言
語
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
彼
女
が
金
と
再
会
す
る
き

っ

か
け
を

つ
く
る
の
は
、
金
の

「
呼
ぶ
声
」
と
、
「
私
の
国
」
の

「
朋
輩
の

一

人
」
の
声
で
あ
る
。
そ
れ
ら
お
蓮
を

「
呼
ぶ
声
」
は
、
お
蓮
に
し
か
聞
こ
え

な
い

「空
耳
」
で
あ
る
。
牧
野
に

「暗
討
ち
」
さ
れ
た
金
の

「
呼
ぶ
声
」
は
、



日
本
人
と
し
て
暮
ら
す
お
蓮
の

「恵
蓮
」
と
い
う
本
名
を
呼
ぶ
声
で
あ
り
、

ま
た
封
じ
込
め
ら
れ
た
中
国
語
な
の
で
あ
る
。
金
と

「
再
会
」
し
た
後
の
恵

蓮
は
、
「誰
が
何
と
云

つ
た
所
が
、
決
し
て
支
那
服
を
脱
が
な
か

つ
た
」
。
そ

れ
は

「
お
蓮
と
云
ふ
日
本
人
」
に
さ
れ
て
い
た
恵
蓮
に
お
け
る
、
中
国
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
復
活
の
過
程
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上

の
よ
う
に
、
「
南
京
の
基
督
」
で
は

「外
国
語
」
、
「
奇
怪
な
再
会
」

で
は
中
国
語
と
い
う
、
共
に
主
人
公
が
現
在
住
ん
で
い
る
土
地
の
言
葉
で
は

な
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
洸
惚
」
と
し
た
出
会
い
が
訪
れ
る
こ

と
が
特
色

で
あ
る
。
「南
京
の
基
督
」
の

「外
国
語
」
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
あ
り
、
「
奇
怪
な
再
会
」
の
中
国
語
は
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
か
ら
封

印
し
た
故
郷
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
の
異
言
語
は
、
日
常
使
用

す
る
言
語
で
は
な
く
、
遠
い
国
の
言
葉
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

憧
憬
や
懐
か
し
さ
と
い
っ
た

「
呼
ぶ
声
」
と
し
て
の
作
用
を
発
揮
し
、
天
国

や
夢
、
幻

へ
と
誘
う
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

五

本
節
で
は
、
中
国
視
察
員
経
験
以
後
に
書
か
れ
た
作
品
を
考
察
し
て
行
き

た
い
。
「
湖
南
２
扇
」
に
お
い
て
、
長
沙
を
訪
れ
た

「
僕
」
は
、
「
同
期
に

一

高
か
ら
東
大
の
医
科
に
は
ひ
つ
た
留
学
生
中
の
才
人
」
諄
永
年
に
案
内
し
て

も
ら
う
。
「
僕
」
は
、
諄
と
共
に
娼
館
を
訪
れ
る
。
芸
者
と
諄
は
二
人
で
中

国
語
で

「
早
口
」
で
間
答
を
は
じ
め
る
。
け
れ
ど
も

「
唖
に
変
ら
な
い
僕
は

こ
の
時
も
や
は
り
い
つ
も
の
通
り
、
唯
二
人
の
顔
色
を
見
比
べ
て
ゐ
る
よ
り

外
は
な
」
い
。

諄
は
僕
の
間
を
片
づ
け
る
と
、
老
酒
を

一
杯
煽

つ
て
か
ら
、
急
に
沿
々

と
弁
じ
出
し
た
。
そ
れ
は
僕
に
は
這
箇
々
々
の
外
に
は

一
こ
と
も
わ
か

ら
な
い
話
だ

っ
た
。
が
、
芸
者
や
鴇
婦
な
ど
の
熱
心
に
聞
い
て
ゐ
る
だ

け
で
も
、
何
か
興
味
の
あ
る
こ
と
ら
し
か

つ
た
。
の
み
な
ら
ず
時
々
僕

ｇ

劉

リ

コ

馴

引

刷

割

剤

「

引

劉

劃

到

側

因

馴

に
も
関
係
を
持

つ
た
こ
と
ら
し
か

っ
た
。
僕
は
人
目
に
は
平
然
と
巻
煙

草
を
街

へ
て
ゐ
た
も
の
の
、
だ
ん
だ
ん
苛
立
た
し
さ
を
感
じ
は
じ
め
た
。

「莫
迦
！
　
何
を
話
し
て
ゐ
る
ん
だ
？
」

「僕
」
は
、
自
分
の
顔

ヘ
ロ
を
や
り
な
が
ら
中
国
語
で
や
り
取
り
さ
れ
る

会
話
、
し
か
も
自
分
に

「
関
係
を
持

っ
た
こ
と
ら
し
」
い
内
容
を
話
す
彼
ら

に
対
し
て
、
「苛
立
た
し
さ
」
を
感
じ
る
。
自
分
を
話
題
に
何
か
を
弁
じ
て

い
る
人
々
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
講
が

「
通
訳
」
し
て
く
れ
な
い
た
め
に
、

「
一
こ
と
も
わ
か
ら
」
な
い
会
話
を
聞
く
こ
と
し
か
出
来
な
い

「
僕
」
は
、

講
の
気
分
次
第
で
場
か
ら
疎
外
さ
れ
得
る
存
在
と
言
え
る
。
「上
海
済
記
」

に
お
い
て
、
中
国
語
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
の
中
で

「唖
に
変
り
は
な
い
」
自

分
を
見
出
す
体
験
に
つ
い
て
は
既
に
考
察
し
た
が
、
同
様
の
構
図
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。

「
僕
」
は
長
沙
を
離
れ
る
時
に
、
「白
壁
や
瓦
屋
根
を
積
み
上
げ
た
長
沙
は

何
か
僕
に
は
無
気
味
」
だ
と
感
じ
出
す
。
中
国
語
と
日
本
語
の

「
通
訳
」
で

あ
る
諄
は
、
表
面
上
は

「
愛
想
の
好
い
顔
を
し
た
ま
ま
」
だ
が
、
逆
に
二

つ

の
言
語
間
の
距
離
を
増
大
さ
せ
、
「
無
気
味
」
さ
と

「
排
日
の
空
気
」
を
露

呈
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
異
言
語
は
、

「
僕
」
と

「諄
永
年
」
と
の
間
に
広
が

っ
て
い
く
距
離
を
表
現
す
る
役
割
を



果
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

続
け
て
、
「
馬
の
脚
」
を
分
析
し
た
い
。
「
北
京
の
三
菱
」
に
勤
め

「
×
×

胡
同
の
社
宅
」
に
暮
ら
し
て
い
る
会
社
員
忍
野
半
二
郎
は
、
あ
る
日
頓
死
す

る
。
し
か
し
死
後
の
世
界
で
中
国
人
が
二
人
い
る
事
務
室
に
来
て
し
ま
う
。

「
ア
ア
ル

・
ユ
ウ

・
ミ
ス
タ
ア

・
ヘ
ン
リ
イ

・
バ
レ
ツ
ト

・
ア
ア
ン

ト

・
ユ
ウ
？
Ｌ

半
二
郎
は
び

つ
く
り
し
た
。
が
、
出
来
る
だ
け
悠
然
と
北
京
官
話
の

返
事
を
し
た
。
「我
は
是
日
本
三
菱
公
司
の
忍
野
半
二
郎
」
と
答

へ
た

の
で
あ
る
。

「
お
や
、
君
は
日
本
人
で
す
か
？
」

や

つ
と
目
を
挙
げ
た
支
那
人
は
や
は
り
驚
い
た
や
う
に
か
う
言

つ
た
。

英
語
で
身
分
を
尋
ね
ら
れ
、
北
京
標
準
語
で
あ
る
北
京
官
話
で
日
本
人
で
あ

る
と
答
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
三
ケ
国
語
を
駆
使
し
て
い
る
忍
野
の
名
前
に

は
、
既
に
紀
行
文
や

「
湖
南
２
扇
」
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

「
唖
」
と
い
う

文
字
と
、
三

つ
の
言
語
の
間
の
中
途
半
端
な
空
間
に
生
き
る
人
物
像
が
隠
さ

れ
て
い
る
。
忍
野
は
生
き
返

っ
た
も
の
の
、
彼
の

「脚
は
復
活
以
来
馬
の
脚

に
変

つ
て
ゐ
た
」
。
忍
野
は
馬
の
脚
を

「制
御
」
す
る
た
め
に
努
力
す
る
が
、

「藍
色
の
幌
を
張

つ
た
支
那
馬
車
」
の
御
者
が

「
馬
を
後
に
や
る
時
に
支
那

人
の
使
ふ
言
葉
」
で
あ
る

「
ス
オ
、
ス
オ
」
と
い
う
掛
け
声
を
聞
く
と
、
命

令
に
従

っ
て
馬
と
同
じ
く

「
一
足
づ

つ
後

へ
下
り
出
し
」
て
し
ま
う
。
忍
野

は

「
喉
も
と
に
も
噺
き
に
似
た
も
の
を
こ
み
上
げ
る
の
を
感
じ
」
る
や
い
な

や
、
「
両
耳
」
を
塞
い
で
逃
げ
出
す
。
人
力
車
の
車
夫
を

「蹴
飛
ば
し
て
」

い
た
忍
野
は
、
「蒙
古
産
」
の
馬
の
脚
を
身
体
に
接
続
さ
れ
た
こ
と
で
、
立

場
が
逆
転
し
て

「支
那
人
の
使
ふ
言
葉
」
に
統
制
、
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。

黄
塵
の
激
し
い
日
、
忍
野
は
突
然

「彼
の
馬
の
脚
の
蒙
古
の
空
気
を
感
ず

る
が
早
い
か
、
忽
ち
踊

つ
た
り
跳
ね
た
り
し
出
」
す
の
を

「
発
見
」
す
る
。

彼
は

「
何
か
大
声
を
出
す
が
早

い
か
、
三
尺
ば
か
り
宙

へ
飛
び
上
」
り
、

「馬
の
噺
き
に
似
た
、
気
味
の
悪
い
声
を
残
し
な
が
ら
」
失
踪
す
る
。
半
年

後
に
帰
宅
し
た
彼
は
、
日
本
語
を
取
り
戻
し

一
言

「
常
子
」
と
妻
の
名
前
を

呼
ぶ
。
し
か
し
妻
の
嫌
悪
を
感
じ
取
り
、
「憂
々
と
蹄
の
鳴
る
音
」
を
さ
せ

て
去

っ
て
い
く
。
身
体
に
接
続
さ
れ
た

「
馬
の
脚
」
に
言
語
の
上
で
も
乗

っ

取
ら
れ
、
「
人
間
の
鎖
」
を
断

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
夫
婦
間
の
埋

ま
る
こ
と
の
な
い
距
離
が
、
忍
野
の

「蒙
古
産
」
の

「
馬
の
噺
き
」
と
常
子

の
日
本
語
の
差
異
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
馬
の
脚
」
は
作
品
全
体

を
通
じ
て
、
音
や
声
の
変
化
が
忍
野
の
環
境
の
変
化
を
表
し
て
い
る
構
造
と

な

っ
て
い
る
。

芥
川
が

「
湖
南

の
扇
」
と

「馬

の
脚
」
に
お
い
て
描

い
た
異
言
語
は
、

「
南
京

の
基
督
」
の

「外
国
人
」
や

「奇
怪
な
再
会
」
に
お
け
る
金
の

「
呼

ぶ
声
」
な
ど
、
誘
う
も
の
と
し
て
の
異
言
語
を
描
い
た
訪
中
以
前
の
作
品
と

は
、
明
確
に
異
な

っ
て
い
る
。
芥
川
は

「
湖
南
の
扇
」
と

「
馬
の
脚
」
に
お

い
て
、
異
言
語
を
、
距
離

・
別
離

・
疎
外
、
そ
れ
に
よ
る
孤
独
感
を
引
き
起

こ
す
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
用
い
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
異
言
語
は
、
異
な
る
言
葉
同
士
が
持

つ
距
離
の
感

覚
故
に
、
「
南
京
の
基
督
」
や

「奇
怪
な
再
会
」
で
は
、
憧
憬

・
思
慕
や
遥



か
な
感
覚
を
生
じ
さ
せ
て

「洸
惚
」

へ
と
誘
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

中
国
視
察
員
と
し
て
実
際
に
中
国
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
と

中
国
の
間
に
横
た
わ
る
距
離
を
感
じ
取
り
、
「
唖
に
変
ら
な
い
僕
」
を
発
見

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
経
験
は
後
に
書
か
れ
た
作
品
の
異
言
語

を
め
ぐ
る
描
写
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

註（１
）

『支
那
海
記
』
（改
造
社
、　
一
九
二
五
）
「自
序
」。

（２
）

関
口
安
義

『特
派
員
　
芥
川
龍
之
介
―
―
中
国
で
な
に
を
見
た
の
か
』

（毎
日
新
聞
社
、　
一
九
九
七
）

（３
）

祝
振
媛

「『支
那
済
記
ヒ

（『国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
特
集

「芥
川
龍
之

介
作
品
の
世
界
」

一
九
九
九

・
十

一
、
至
文
堂
）

（４
）

趙
夢
雲

『上
海

・
文
学
残
像
―
日
本
人
作
家
の
光
と
影
』
（田
畑
書
店

。

二
〇
〇
〇
）

（５
）

野
崎
歓

「『谷
崎
潤

一
郎
と
異
国
の
言
語
』
（人
文
書
院
、
二
〇
〇
三
）

（６
）

内
藤
高

『
明
治
の
音
』
（中
公
新
書
、
二
〇
〇
五
）

（７
）
　
〓
く
『
〓
２
∪
”
く
】●
一す
ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
●
一
６
、
ミ
ヽ
∽Ｏ

Ｑ
、
ｑ
ざ
゛
ミ
」ヽ
」ｓ
ヽ
ヽ
も
ヽ
ド

ツ
∽一８
）
工
８
讐
一ｏ
，

〓
ミ
Ｆ

”

ｏ
ｐ

“
８

（引
用
は
、
小
泉
八
雲

『神
々
の
国
の
首
都
』
（仙
北
谷
晃

一
他
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、　
一
九
九

〇
）
に
拠
る
）

（８
）

杉
江
房
造
編

『新
上
海
』
（日
本
道
書
店
、　
一
九
二
三
年
訂
正
増
補
再
販
）

（９
）

堀
内
敬
三

『音
楽
五
十
年
史
』
（講
談
社
学
術
文
庫
、　
一
九
七
七
年
新
装

版
）

（１０
）

倉
田
喜
弘

『「
は
や
り
歌
」
の
考
古
学
　
開
国
か
ら
戦
後
復
興
ま
で
』
（文

春
新
書
、
二
〇
〇

一
）。

（１１
）

西
沢
爽

『
日
本
近
代
歌
謡
史
』
（桜
楓
社
、　
一
九
九
〇
）

（‐２
）

猪
瀬
直
樹

『
ミ
カ
ド
の
肖
像
』
（小
学
館
、　
一
九
八
六
）

（‐３
）

倉
田
喜
弘

『
１
８
８
５
年
ロ
ン
ド
ン
日
本
人
村
』
（朝
日
新
聞
社
、　
一
九

八
三
）

（‐４
）

末
廣
鐵
腸

『唖
の
旅
行
　
前
篇
、
後
篇
、
続
篇
』
（嵩
山
堂
、　
一
八
八
九
）

が
、
『支
那
済
記
』
『湖
南
の
扇
』
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る

「唖
の
旅
行

家
」
と
い
う
表
現
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
を
出

原
隆
俊
氏

（於
院
生
発
表
会
、
二
〇
〇
四
、
大
阪
大
学
）、
西
原
大
輔
氏

（於
日
本
比
較
文
学
会
第
四
十
回
記
念
関
西
大
会
□
頭
発
表
、
二
〇
〇
四

・

十

一
・
六
、
徳
島
大
学
）
か
ら
頂
い
た
。
『唖
の
旅
行
』
の
語
り
手
で
あ
る

「紳
士
」
は

「
一
ッ
も
外
国
語
を
知
ら
」
な
い

（「紳
士
」
の
苗
字
は

「忍
」

で
あ
り
、
「唖
」
＝

「忍
」
の
言
い
換
え
は
、
『馬
の
脚
』
の
主
人
公
の
名
前

「忍
野
半
二
郎
」
に
通
じ
る
）
が
、
そ
れ
故
の

「失
策
」
が
笑
い
を
引
き
起

こ
し
、
通
訳
の

「魔
尼
羅
人
の
紳
士
」
に
好
意
を
抱
い
て
い
く
要
因
に
な
る

の
に
対
し
、
『支
那
済
記
』
の
場
合
孤
独
感
が
増
し
、
通
訳
と
の
心
理
的
な

溝
が
深
く
な
っ
て
い
く
過
程
が
対
照
的
で
あ
る
。

（‐５
）

足
の
長
い
竹
馬
に
乗
り
、
祭
な
ど
で
踊
る
高
足
踊
り
の
こ
と
か
。

（‐６
）

乾
栄
治
郎

「奇
怪
な
再
会
」
（
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
』
翰
林
書
房
、
二
〇

〇
三
）

（‐７
）

國
末
泰
平
氏
に

「登
場
人
物
に
そ
れ
ぞ
れ
寓
意
が
あ
る
。
忍
野
は

「唖
」

に
病
院
長
山
井
は

「病
」
に

「順
天
時
報
」
主
筆
牟
田
回
は

「無
駄
口
」
に

通
ず
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
翁
馬
の
脚
」
『芥
川
龍
之
介
新
辞
典
』
翰
林

書
房
、
二
〇
〇
三
）

―
本
学
大
学
院
助
手
―


